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　生まれつき僕は目が見えない。
　だから普段、誰がどんな表情をしているかも判らない。
　でも今はよく判るよ。健斗さんは悩んでいる。だってずっと、うんうんと唸っているもの。
　どうやら最近の菜穂さんがとる態度に困惑しているらしい。以前のように口喧嘩はするものの、どこか噛み合わないと感じてしまうようだ。これについてはよく判らないんだけどね。
　でも、健斗さんが言うにはそうらしい。リズムが合わないとか何とか呟いていた。
　口喧嘩にリズムってあるの？まあ、でも本人が言うんだからあるんだろうね。
　それって口喧嘩なのかな？まあ、でも本人がそう思っているんだからそうなんだろうね。
　なんだか僕まで考え込んでしまいそうだ。
「おかしい……。いつもならもっとエッジが利いていたはずなんだが……」
　口喧嘩でエッジを求めているってなに？それに不満を漏らすって何なの？聞けば聞くほど、口喧嘩って何なのと考えさせられる。
「やりにくい。とにかくやりにくいぞ」
「だったら喧嘩しなければいいんじゃない？」
「それは不可能だな。俺たちのやり取りを聞いているだろ？だったら無理だというのは判るはずだ」
　そうなのかな？子供の喧嘩みたいだから、どちらかが大人になればすぐに終わるような気もするけど。
「ずっと争ってきたんだからな。あいつには負けられない。それなのに……」と健斗さんは言った。「そうだというのにどうしたんだ、あいつ？もっとこう……、あるだろ？その、えぐるような文言が」
　そんなシーンが今まであったかな？ずっと、バーカバーカって言い合っていなかった？
「人の神経を逆なでするような切り返しとか」
　バカって言う奴がバカなんだ、みたいなことばかりじゃなかったっけ？
「思わず絶句するような一撃とか」
　何も言い返せなくなって、もごもごしていただけだと思うけど？
「いったいどうしたんだ、あいつ」
　う～ん……。どうにも僕が知っている口喧嘩と違う話を聞かされている。さっきから誰の話を健斗さんはしているのだろうか。
「そう思わないか？」
　同意を求められてしまった。どうしよう、僕には同意できない。だって知らない話だもの。
「えっと、具体的にどう変わったのかな？」
「圧倒的に言葉数が少なくなったんだよ。あんまり言い返してもこないし、こっちを見ないこともよくある」
「じゃあ、喧嘩が短くなったんだよね？それのどこに問題があるの？」
「それは、その……」と健斗さんは口ごもった。
「どうしたの？」
「いや、うん、あのな、……えっと」
「何？」
「ほら、その、あれだよ」
「うん、何？」
「だから、まあ、そのな……」と健斗さんは声を小さくした。「赤いんだよ」
「何が？」
「耳とか、顔とか……」
　あ～、なるほど。菜穂さんは恥ずかしいんだ。健斗さんをはっきり見れなくなっているんだ。それに気付いちゃったのか。
「うん、そっか。そうだよね。ちょっとびっくりするよね」
「そうなんだ。本当に調子が狂うというか……」
　こればかりは仕方がないかな。僕には何もできない。応援をしてあげたいけど、僕は健斗さんも好きだから、健斗さんを困らせたくないし。難しいよね。やっぱり一番いいのは健斗さんが菜穂さんの気持ちに答えてくれることなんだけど。こればっかりは二人の問題だから、僕は何も言えない。
　健斗さんはいったい菜穂さんのことをどう思っているんだろう？
　喧嘩ばかりしているけど、今日の話からも判るように、嫌っているわけじゃないみたいだから可能性はあると思うんだけど。
　どうなのかな？
「あんなに耳も顔も赤くして……」
　健斗さんの言葉に僕は何度も頷いた。
「そんなに悔しいのなら、言い返せばいいのに……」
　うんうん、そうだね。
　……え？
「俺の言葉にそう何度も絶句されると張り合いがないと言うか、つまらないと言うか」
　僕は少し、見ようと思う。
　開け放たれた地に佇むその者は威厳をまとい、自信に満ち溢れたその目は遠くを見据える。全てがその者を褒めたたえ、全てがその者を押し上げる。
　……あ、ダメだ。この人、マジだ。
　健斗さんは何度もため息をついていた。
　そして僕もため息をつく。
　しばらく悩んでいなさい。と言うか、もっと悩みなさい。
　何も見えていない人には、本当のことを教えてあげないよ～っだ。
　自分で気付きなさい。
　い～っだ。
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